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１．対象地域の状況
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対象地域の状況
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〇八女市、広川町は、福岡県南部に位置し、九州縦貫自動車道の八女ＩＣ、広川ＩＣが存在するほか、九州を南北に
縦貫する国道3号、九州を東西に横断する国道442号が交差するなど道路交通網の結節点を有する地域。

○対象区間の現道は、福岡県を縦貫する国道3号のうち、八女市と広川町の市街地を通過する2車線区間である。

１．一般国道３号広川八女バイパスの概要
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長崎県北松地域の状況と課題
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資料：R2年国勢調査

２．地域状況

▲ 年齢階層別人口の割合

対象地域の状況

○福岡県八女市の人口は平成２年時点と比べ約１／４減少している。
○八女市の高齢者の割合は福岡県全体より約９％高く、生産年齢人口の割合は福岡県全体より約６％低い。
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資料：H2・R2国勢調査

▲ 人口増減率の状況（H2年⇒R2年）
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○対象区間沿線には地域住民が利用するスーパー等の施設が多数立地し、域内交通・発着交通が多い。
○一方で、対象区間の利用交通の約３割（大型車は約４割）が通過交通となっている。
○通過交通の大半は業務・物流を目的としている。

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題
３．交通特性

対象地域の状況
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▲ 対象区間の利用交通内訳 ▲ 通過交通の移動目的
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資料：
H27全国道路・街路交通情勢調査
一般交通量調査

工業団地

一般国道３号 広川八女バイパス
ひろかわ や め

延長１１.４km

2車以下4車以上

主要渋滞箇所（R4.8）

事故危険区間（R4.3）

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査
[商業施設] 全国大型小売店総覧2023等
[工業団地]国土数値情報「工業用地」
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▲ 対象区間の沿線施設立地状況

通過交通の約５５％が業務・物流を⽬的

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査
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○国道３号と並行する（主）久留米立花線は、福岡県において、１車線の道路を２車線に改良する事業を実施中。

○現在、延長１２．４kmのうち、８．２km(約７割)が完成し、交通量は多いところで１５,４２５台／日と交通容量を超過。

○（主）久留米立花線は、住宅地を通過し、域内交通を担う生活道路であるが、国道３号の渋滞により、大型車交通

が混入している状況。
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長崎県北松地域の状況と課題
４．周辺道路の状況

対象地域の状況
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久 留 ⽶ ⽴ 花 線 は 6 6 % が 改 良 済
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○八女地区（八女市・広川町）は農業が盛んな地域で、八女市の市町村別農業産出額は県内第２位、特産品で
あるいちごの福岡市中央卸売市場における取扱量は県内第１位となっている。

○対象区間周辺には多数の工業団地が立地しており、広川町の製造品出荷額等は１０年間で約１．７５倍となっ
ており、福岡県全体に比べて大きく増加している。

○対象区間では豪雨災害時に冠水や交通混雑が発生しており、広域的な物資輸送に影響が生じた。
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５．農業、産業、災害

対象地域の状況
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▲福岡県市町村別農業産出額（R2)

資料：市町村別農業産出額（推計）

県内第２位

：集荷場（いちご等の果物） ：集荷ルート ：出荷ルート

▲いちごの集荷・出荷の流れ

いちご 県内
第１位

資料：福岡市 農林水産局 中央卸売市場(R3)
や め ひろかわまち

※八女地区：八女市・広川町（単位：億円）
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▲ 製造品出荷額等の伸び（H21=1.00）

資料：工業統計
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至 熊本県
ひろかわまち

▲写真① 川瀬交差点(広川町)
〔H24.7九州北部豪雨時〕

かわぜ

ふくおか

くまもと

きゅうしゅう

きゅうしゅう

▲写真③ 九州縦貫自動車道
通行止め時の国道３号現道の状況

（福島高校前交差点付近）
〔R2.7豪雨時〕

3

きゅうしゅう

▲写真② 九州縦貫自動車道
通行止め時の国道３号現道の状況

（新矢部川橋付近）〔H30.7豪雨時〕
しん や べ がわ

ふくしま

至 熊本県
くまもと

至 福岡市
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川瀬
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福島高校前

しん や べ がわ

新矢部川橋

写真①

※製造品出荷額等：事業所の有する原材料によって製造されたものを

当該事業所から工場へ出荷した場合の工業出荷額

ふじみつ
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対象地域の状況一般国道３号 広川八女バイパスの概要
ひ ろ か わ や め

至 福岡市

八女IC

広川IC

久留米IC

みやま柳川
IC

八女市役所

至 熊本県

至

佐
賀
県

至

大
分
県

E34

E3

442

久留米
大学病院

聖マリア
病院

広川町役場

３

210210

208

32234

264

209

442

443

熊本県

大分県

広川町
ひろかわまち

一
般
国
道
３
号
広
川
八
女
バ
イ
パ
ス

延
長

㎞
11.4

八女市
や め し

ひ
ろ
か
わ

や
め

・事業名：一般国道３号 広川八女バイパス
・区間 ：福岡県八女郡広川町新代～福岡県八女市立花町下辺春
・延長：11.4km ・車線数：2車線 ・計画交通量：約5,500(台/日)～9,000(台/日)
・全体事業費：約340億円

【計画概要】

【事業の経緯】

・R1. 5～R2．5：計画段階評価の手続き
・R2. 6：対応方針（概略ルート・構造）の決定
・R4.10：都市計画決定（福岡県）

ふくおか
や め

ひろ かわ まち や めふくおかにいしろ たち ばな まち しもへばる

ひ ろ か わ や め

（
起
）福
岡
県
八
女
郡
広
川
町
新
代

や

め

ひ
ろ

か
わ
ま
ち

に
い
し
ろ

（終
）福
岡
県
八
女
市

立
花
町
下
辺
春

や

め

し
も

へ

ば
る

た
ち
ば
な
ま
ち

ひろかわ や め

至

福
岡
市

至

熊
本
県

市街地

主要渋滞箇所

事故危険区間
E3

こうぎょうだんちいりぐち

工業団地入口

かわぜ

川瀬

ふくしまこうこうまえ

福島高校前
よしだ

吉田

もとむらきた

本村北

のうそ

納楚

かねまつ

兼松

ばば

馬場

どんどら

鈍土羅
おおじま

大島

9

一般国道３号 広川八女バイパス 延長11.4km
ひろかわ や め

もとむらみなみ

本村南



九州地方整備局

３．地域の課題と整備効果
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混雑度 1.39 0.751.53 0.87 1.21

追突
189
61.2%出会頭

31
10.0%

右折
27
8.7%

左折
21
6.8%

横断中
9

2.9%

正⾯衝突
6

1.9%
その他
26
8.4%

死傷事故件数
309件／4年
（H29-R2)

【整備効果】
○交通の転換により、国道３号現道の交通が分散し、渋滞が緩和。

〔混雑度（吉田交差点付近）：【現況】1.53→【整備後】1.18（約2割減少）〕
○渋滞緩和により、追突事故が削減。

〔国道３号現道の事故件数：【現況】77件/年→【整備後】45件/年（約4割減少）〕

【課 題】
●対象区間は主要渋滞箇所が4箇所存在。交通容量を超過しており、スーパー等の店舗も多く、出入りに

よる速度低下も発生。
●対象区間は事故危険区間が6箇所存在。渋滞が一因と考えられる追突事故の割合が約6割と高い。

11

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題地域の課題と整備効果

１．渋滞緩和と交通事故の減少

よ し だ

▲死傷事故類型割合
＜国道３号現道(対象区間)＞

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査、
R22将来交通量推計結果より集計

ひろ かわ や め

▲広川八女バイパス整備時の
国道３号現道(対象区間)の交通量・混雑度

資料：交通事故統合データベース(H29～R2) 、
R22将来交通量推計結果及び人身
事故件数算定式により算出

▲国道３号現道(対象区間)の
死傷事故件数

77 

45 

0

50

100

現況 整備後

約４割減少

現況 整備後

243
188

1.53
1.18

0.00

0.40

0.80

1.20

1.60

2.00

0

50

100

150

200

250

300
交通量 混雑度

交
通

量
（

百
台

/⽇
）

混
雑

度

死
傷

事
故

件
数

（
件

/年
）

資料：交通事故統合データベース

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査

T’=13,748(台/日)
K=1.28

T’=16,228(台/日)
K=5.86

大型=5.7%

T’=22,561(台/日)
K=2.15

大型=20.2%

T’=13,415(台/日)
K=0.87

大型=25.1%T’=20,054(台/日)
K=1.39

大型=20.9%E3

442

く
ま
も
と

至

熊
本
県

こうぎょうだんちいりぐち

工業団地入口

かわぜ

川瀬

もとむらきた

本村北

のうそ

納楚

かねまつ

兼松

や め

八女市

ひろかわまち

広川町

ばば

馬場

くるめ ひろかわ

久留米・広川
新産業団地

ひろかわ ちゅうかく

広川中核
工業団地

442

３

ひろかわ

広川IC

T’=24,282(台/日)
K=1.53

大型=19.5%

ふ
く
お
か

至

福
岡
市

もとむらみなみ

本村南

凡例
上段：日交通量（台/日）
中段：混雑度
下段：大型車混入率（％）

資料：
H27全国道路・街路交通情勢調査
一般交通量調査

工業団地

一般国道３号 広川八女バイパス
ひろかわ や め

延長１１.４km

2車以下4車以上

主要渋滞箇所（R4.8）

事故危険区間（R4.3）

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査
[商業施設] 全国大型小売店総覧2023等
[工業団地]国土数値情報「工業用地」

よしだ

吉田

ふくしまこうこうまえ

福島高校前

T’=4,442(台/日)
K=1.94

大型=3.3%

T’=11,582(台/日)
K=0.75

大型=34.4%

T’=19,011(台/日)
K=1.21

大型=31.5%

T’=15,425(台/日)
K=2.14

大型=5.2%

混雑度 1.39 1.53 0.87 1.21 0.75

川瀬交差点 納楚交差点 兼松交差点吉田交差点
本村北交差点

本村南交差点

もとむらきだ

もとむらみなみ
のうそ かねまつよしだかわぜ



混雑時旅行速度

20km/h未満

20～30km/h

30～40km/h

40km/h以上

【整備効果】
○交通分散により、国道３号現道の大型車混入率が減少。

〔国道３号現道の大型車混入率（馬場交差点付近）：【現況】31.5％→【整備後】9.3％〕
○広域道路ネットワーク整備により、所要時間の短縮が図られ、物流活動や沿線企業活動に寄与。

〔広川中核工業団地～道の駅たちばなへの所要時間：【現況】28分→【整備後】11分（17分短縮）〕
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長崎県北松地域の状況と課題地域の課題と整備効果

２．所要時間の短縮による地域経済活動の支援

【課 題】
●対象区間周辺には工業団地が集積。物流交通により、対象区間は大型車混入率が30%超と非常に高い

区間があるだけでなく、県内直轄国道の大型車混入率上位15％に11区間が存在。
●慢性的な渋滞により、所要時間が増大し、円滑な物流交通を阻害。

▲福岡県内直轄国道の大型車混入率

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 ▲写真 国道３号現道の渋滞状況
（納楚交差点付近）

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査

T’=13,748(台/日)
K=1.28

T’=22,561(台/日)
K=2.15

大型=20.2%

T’=20,054(台/日)
K=1.39

大型=20.9%
E3

写真

ＢＰ整備に
より新設

く
ま
も
と

至

熊
本
県

▲国道３号現道の
大型車混入率の変化

0%

10%

20%

30%

40%

現況 整備時
⼤

型
⾞

混
⼊

率
（

％
）

現況 整備後

31.5％

9.3％

※馬場交差点付近
資料：H27全国道路・街路交通情勢調査、

R22将来交通量推計結果より集計

▲所要時間の変化

※広川中核工業団地～道の駅たちばな
資料：H27全国道路・街路交通情勢調査、

ひろかわ や め

広川八女バイパス区間を設計速度
（60km/h）より算出

0

10

20

30

40

現況 整備時

所
要

時
間

（
分

）

現況 整備後

28分

11分

17分短縮

道の駅
たちばな

のうそ

ひろ かわ

ふくおか

２⾞線区間で沿道施設が多い
広川⼯業団地等があり、
⼤型⾞交通が多い

くまもと

ふくおか

ひろかわ

川瀬交差点
かわぜ工業団地

入口交差点

こうぎょうだんちいりぐち

工業団地入口

かわぜ

川瀬

よしだ

吉田
もとむらきた

本村北

のうそ

納楚

かねまつ

兼松

や め

八女市

ひろかわまち

広川町

ばば

馬場

くるめ ひろかわ

久留米・広川
新産業団地

2車以下4車以上

442

442

３

ひろかわ

広川IC

納楚交差点
のうそ

ば ば

ば ば

交通調査基本区間（①～⑪）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

大型車
混入率（％）

20.9 28.5 34.4

混雑時
旅行速度
（km/h）

（上下平均）

21.3 24.8 19.6 19 .0 13 . 1 14 .0 19. 3 31 .2 35.1 38.7 49.6

31.519.5 25.1

項目

T’=24,282(台/日)
K=1.53

大型=19.5%

ふくしまこうこうまえ

福島高校前

T’=13,415(台/日)
K=0.87

大型=25.1%

ふ
く
お
か

至

福
岡
市 資料：H27全国道路・街路交通情勢調査

[商業施設] 全国大型小売店総覧2023等
[工業団地]国土数値情報「工業用地」

凡例
上段：日交通量（台/日）
中段：混雑度
下段：大型車混入率（％）

資料：
H27全国道路・街路交通情勢調査
一般交通量調査

工業団地

主要渋滞箇所（R4.8）

もとむらみなみ

本村南

吉田交差点
よしだ

一般国道３号 広川八女バイパス
ひろかわ や め

延長１１.４km

0

10

20

30

40

50

1 51 101 151 201 251 301 351 401 451 501

対象区間（11区間）は
上位15%にすべて含まれる

（全511区間中）

■ 直轄国道
■ 国道３号対象区間

大
型
車
混
入
率

（％）

T’=53,534(台/日)
K=0.82

大型=25.0%

T’=19,011(台/日)
K=1.21

大型=31.5%

T’=11,582(台/日)
K=0.75

大型=34.4%

T’=16,228(台/日)
K=5.86

大型=5.7%

T’=4,442(台/日)
K=1.94

大型=3.3%

T’=15,425(台/日)
K=2.14

大型=5.2%

ひろかわ ちゅうかく

広川中核
工業団地



【整備効果】
○災害時、高速道路通行止めによる国道３号現道への交通集中が発生した場合の代替路を確保。
○道路の高さを確保することで、国道３号現道の冠水時に別線での通行が可能。
〔浸水想定区域の通過延長：【現況】3km（国道３号現道）→【整備後】0km（広川八女バイパス※）〕
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長崎県北松地域の状況と課題地域の課題と整備効果

３．災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築

【課 題】
●対象区間は２つの浸水想定区域を通過しており、例えば、平成24年7月九州北部豪雨時に冠水が発生

し、市民生活に 多大な影響が発生。
●平成30年7月豪雨時及び令和2年7月豪雨時に、並行する九州縦貫自動車道が通行止めとなり、国道３

号現道への交通集中に伴う激しい渋滞により広域的な物資輸送に支障。

▲ 国道3号に関連する浸水想定区域

資料：福岡県ＨＰ（R.4.5.27発表） 「矢部川水系矢部川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」
「筑後川水系広川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」

きゅうしゅう

▲ 九州縦貫自動車道の通行止め実績

※バイパス部は浸水想定区域
を通過するが、道路の高さ
を想定浸水深以上とする。

き ゅ う し ゅ う

ひろ かわ や め

写真①

3

くまもと

きゅうしゅう

かわ ぜ

ふくおか

写真③
くまもと

ふくおか
きゅうしゅう

ふく しま

きゅうしゅう

よしだ

くまもと

ふくおか

写真②

3

資料：NEXCO九州支社

至 熊本県

E3

一
般
国
道
３
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広
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八
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バ
イ
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ス

ひ
ろ
か
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至

佐
賀
県

至

大
分
県

至 熊本県

至 福岡市

写真①

写真②

写真③

現道は２つの浸水

想定区域を通過

2車以下4車以上

こうぎょうだんちいりぐち

工業団地入口

かわぜ

川瀬

ふくしまこうこうまえ

福島高校前

よしだ

吉田

もとむらきた

本村北

のうそ

納楚

かねまつ

兼松

ひろかわまち

広川町

や め

八女市

ひろかわ

広川町役場

やめ

八女市役所

３
442

ひろかわ

広川IC

やめ

八女IC

やめ

八女IC
ばば

馬場
しん や べ がわ

新矢部川橋

※広川IC～植木IC間を各年度毎（４月～３月）で集計
※規制原因が交通事故等は除く
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もとむらみなみ

本村南



九州地方整備局

４．費用便益分析結果
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費用便益分析結果
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便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約316億円

合 計

約342億円

1.3＝
342億円

272億円

走行経費減少便益 約 20億円

交通事故減少便益 約6.0億円

事 業 費

事業費

改良費 約155億円

約340億円
（約238億円）

合 計

約469億円
（約272億円）

橋梁・トンネル・IC費 約 58億円

その他工事費 約 19億円

用地補償費 約 58億円

間接費 約 49億円

維持管理費
約129億円

（約34億円）

上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※上段：単純合計(税込)
下段：現在価値化後

※現在価値化後



九州地方整備局

５．とりまとめ
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